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 ９月１２日韓国において、京畿道坡州
キョンギドバジュ

市の地鶏農場（約 3,100 羽）で、高病

原性鳥インフルエンザ（H5N1 亜型）が発生したとの報告がありました。 

 韓国において冬季の渡り鳥の飛来が始まる時期である９月以降で初となる高病原性鳥イ

ンフルエンザウイルスの検出事例であり、我が国においても韓国に飛来したものと同じ地域

（シベリア等）からの渡り鳥や、韓国からの渡り鳥の飛来によって本病ウイルスが持ち込ま

れる可能性があります。また、既に北海道でも渡り鳥の飛来が確認されており、発生リスク

が高まっています。これらを踏まえ、我が国への本病ウイルスの持込み・発生について更な

る警戒が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

鳥インフルエンザの流行するシーズンが近づいてきておりますので、養鶏農家の皆様におか

れましては、従業員・外来業者も含めて、日頃の飼養衛生管理や綿密な健康観察の実施に加

え、別紙の対策のポイントを参考にして本病の対策に万全を期していただくようお願いしま

す。 
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韓国の地鶏農家において高病原性鳥インフルエンザ（H5N1）

の感染が確認されました！！ 






